
今日は入園式。初めて今日は入園式。初めて

会う先生方、お友達。会う先生方、お友達。

ドキドキ、ワクワクでドキドキ、ワクワクで

いっぱいのスタート。いっぱいのスタート。
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まちの話題

春
の
花
市
開
催

道
の
駅
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村
「
さ
ん
さ
ん
市
」

　

３
月
19
日
（
土
）
〜
21
日
（
月
）
道
の

駅
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村
の
産
直
市
「
さ
ん
さ

ん
市
」で
春
の
花
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
広
島
町
は
県
内
一
の
花
壇
苗
産
地
。

そ
れ
を
支
え
る
若
い
花
き
生
産
者
が
自
慢

の
花
壇
苗
を
並
べ
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
愛
好

家
ら
約
６
，
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

さ
ん
さ
ん
市
は
、
品
種
や
色
な
ど
流
行

を
探
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
的
な
役
割
が

あ
り
、
生
産
者
は
多
く
の
種
類
の
花
の
栽

培
に
挑
戦
、
出
荷
し
、
売
れ
筋
を
探
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
な
ど
も
開

催
し
、花
の
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

花
壇
苗
を
購
入
し
た
人
か
ら
は
、「
こ

こ
の
花
は
、
品
質
が
良
い
で
す
ね
。」
と

好
評
で
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
花
の
あ
る
生
活
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ToPiCs
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町
内
ス
キ
ー
選
手
大
活
躍

第
60
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　

２
月
22
日
か
ら
岩
手
県
安
代
町

で
開
催
さ
れ
た
第
60
回
国
民
体
育

大
会
ス
キ
ー
競
技
会
で
、
大
朝
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
所
属
の
橋
詰
由
美
さ

ん
が
、
成
年
女
子
Ｂ
大
回
転
競
技

で
５
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
島
県
立
加
計
高
等
学

校
芸
北
分
校
の
生
徒
で
構
成
さ
れ

た
広
島
県
チ
ー
ム
が
、
少
年
男
子

40
㎞
リ
レ
ー
で
雪
国
の
強
豪
チ
ー

ム
と
互
角
に
競
い
合
い
、
み
ご
と

第
７
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

橋
詰
さ
ん
は
昨
年
の
11
位
か
ら

の
今
回
の
入
賞
、
そ
し
て
、
少
年

男
子
リ
レ
ー
は
昨
年
９
位
か
ら
の

今
回
入
賞
と
い
う
こ
と
で
、
喜
び

も
よ
り
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

近
年
、
こ
う
し
て
広
島
県
の
選

手
が
北
海
道
・
東
北
・
北
信
越
の

選
手
を
抑
え
て
上
位
入
賞
す
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
国
体
会

場
の
岩
手
県
民
の
皆
さ
ん
も
、
広

島
県
選
手
の
健
闘
に
と
て
も
驚
い

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
、
入
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

←少年男子リレー選手
左上から、笠井健徳君、勝田誠二君、
左下から馬船将孝君、俵屋真弥君

▲橋詰由美さん（大朝ＳＣ）

北
広
島
町
新
体
制
が
決
定

３
役
・
各
委
員
会
委
員
選
出

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

　

委　

員　

長　
　
　
　
　

前
田　

三
夫

　

職
務
代
理
者　
　
　
　
　

三
宅　

德
郎

　

委　
　
　

員　
　
　
　
　

齋
藤　

紘
一

　

委　
　
　

員　
　
　
　
　

泉
谷　

英
祥

【
教
育
委
員
会
】

　

教
育
長

　
　

門
枡　

利
男

　

教　

育　

委　

員　

長　
　

正
地　

桂
三

　

委
員
長
職
務
代
理
者　
　

紺
野　
　

昇

　

教　

育　

委　

員　
　

西
原　

直
子

　

教　

育　

委　

員　
　

竹
平　

孝
子

　

３
月
28
日
（
月
）
か
ら
４
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
た
北
広
島
町
議
会
臨
時
会

に
、
助
役
・
収
入
役
の
選
任
の
同
意
に
つ

い
て
、
北
広
島
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
の
同
意
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
広

島
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
４
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
助　

役
】

　

岡
本　
　

進

【
収
入
役
】

　

杉
野　

光
眞
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谷
川
選
手
と
楽
し
む

豊
平
マ
ラ
キ
ン
グ
大
会
開
催

　

マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

大
会
、
豊
平
マ
ラ
キ
ン
グ
大
会
が
、
３
月

21
日
（
月
）
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
谷
川
真

理
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
豊
平
ウ
イ
ン

グ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
谷
川
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が

行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
、
保
育
園
児
か
ら

最
高
年
齢
83
歳
ま
で
の
延
べ
４
０
０
人
が

参
加
し
、
マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

３
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
リ
レ
ー
し
な

が
ら
走
り
、
一
人
で
走
る
谷
川
さ
ん
と
タ

イ
ム
を
競
う
「
谷
川
真
理
さ
ん
に
挑
戦
」

に
は
、
37
チ
ー
ム
が
参
加
。
軽
快
に
走
る

谷
川
さ
ん
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
と
、

力
走
す
る
選
手
の
姿
に
、
沿
道
か
ら
大
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

谷
川
さ
ん
の
タ
イ
ム
を
上
回
っ
た
チ
ー

ム
は
８
つ
あ
り
、
ど
の
チ
ー
ム
も
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

年国
金民
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

こ
ん
な
時
に
は
、
こ
ん
な
手
続
き
を

◆ 

住
所
や
年
金
の
受
取
場
所
を
変
え
る
と

き

　

年
金
は
、
希
望
し
た
金
融
機
関
や
郵
便

局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
住
所
や
支
払
い
を

受
け
る
金
融
機
関
、
郵
便
局
を
変
更
す
る

と
き
は
、
す
み
や
か
に
「
年
金
受
給
権
者

住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
最
寄
り
の

社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
が
提
出
さ

れ
な
い
と
、
年
金
の
支
払
額
を
お
知
ら
せ

す
る
通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
希
望

す
る
銀
行
や
郵
便
局
で
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

支
払
機
関
を
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
に

変
更
す
る
と
き
は
、
そ
の
金
融
機
関
で
預

金
通
帳
の
記
号
番
号
に
つ
い
て
証
明
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
局
の
「
郵
便
振
替
」
に
変

更
す
る
と
き
は
、
郵
便
局
で
郵
便
振
替
口

座
の
口
座
番
号
に
つ
い
て
の
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
が
変
わ
る
と
き
は
、
社
会
保
険
事

務
所
な
ど
へ
届
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

旧
住
所
の
郵
便
局
に
も
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

◆
誕
生
月
が
来
た
と
き

　

年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
誕
生
月
に
、「
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」

（
現
況
届
）
を
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
現
況
届
」

は
、
年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
の
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
、
毎
年
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　

「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
毎
年
誕
生
月
の

初
め
頃
に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
自
宅
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
氏
名
、
住
所

な
ど
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
ず
誕

生
月
の
末
日
ま
で
に
、
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
に
到
着
す
る
よ
う
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　

「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、
提
出
す

る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

役
場
町
民
課

　
　
　

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４

　

各
支
所
町
民
生
活
課
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けんこう通信
第１号

　みなさんこんにちは！

　わたしたちは、赤ちゃんから高齢者の方まで、みなさんの健康づくりのお手伝いをするスタッフです。

今年度も健診や相談・教室などさまざまな健康づくり事業を計画しています。

　この「けんこう通信」では、毎月、健康に関する情報を発信していきます。よろしくお願いします。

　第１号は保健課・各保健センター等のスタッフの紹介です。

芸北ホリスティックセンター 大朝保健センター

豊平保健福祉総合センター

北広島町役場保健課保健係

健康づくりについてのお問い合せは…

　北広島町役場保健課保健係
　　　　　　Tel（０８２６）７２－０８５３

　芸北ホリスティックセンター
　　　　　　Tel（０８２６）３５－０２３０

　大朝保健センター
　　　　　　Tel（０８２６）８２－２２１１

　豊平保健福祉総合センター
　　　　　　Tel（０８２６）８４－１５０１

浄謙

高野

奥田 水野 宮本 聖尻 福田 若狭 二井川 森川

迫田 竹下 堀田 吉田 野川

上新頼政 平田 高橋 門出 小田
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 チャレ
ンジデ

ー
 チャレ

ンジデ
ー

2005に
挑戦

2005に
挑戦

教育委員会

だ　よ　り

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
カ
ナ
ダ
生
ま
れ

の
町
民
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
毎
年

５
月
の
最
終
水
曜
日
に
世
界
中
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
５
月
25
日
（
水
）
に
行
わ
れ
、

当
日
の
午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の

間
に
地
域
内
で
15
分
以
上
の
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
実
施
し
た
人
の『
参
加
率（
％
）』

を
、
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
（
地

域
）
と
競
い
合
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
率
に
応
じ
た
メ
ダ
ル
認
定

証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

人
口
規
模　

４
，
９
９
９
人
以
下

　

・
金
メ
ダ
ル
（
65
％
以
上
）

　

・
銀
メ
ダ
ル
（
40
〜
65
％
未
満
）

　

・
銅
メ
ダ
ル
（
40
％
未
満
）

　

今
回
は
、
全
国
77
ヵ
所
（
12
市
・
36
町
・

７
村
・
22
地
区
）
が
登
録
し
、
挑
戦
す
る

予
定
で
す
。北
広
島
町
か
ら
は
、昨
年
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
た
、
大
朝
地
域
と

豊
平
地
域
が
挑
戦
し
ま
す
。

　

大
朝
地
域
は
、『
み
ん
な
健
康
・
お
お

あ
さ
元
気
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
豊
平
地
域

は
昨
年
の
参
加
率
を
１
％
で
も
上
回
る
こ

と
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
の
参
加
者
か
ら
は
、「
久
し
ぶ
り

に
体
操
し
た
が
、
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
等

好
評
だ
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の
機
会

に
、
職
場
で
、
地
域
で
、
学
校
で
、
色
々

な
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

大
朝
地
域
の
対
戦
相
手
は

三
重
県
一い
ち
し
ち
ょ
う

志
町
波
瀬
地
区

に
決
定
！

問
い
合
わ
せ

　

北
広
島
町
教
育
委
員
会
大
朝
分
室

　
　

℡
０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
２
１
１

豊
平
地
域
の
対
戦
相
手
は

福
岡
県
柳
川
市
東
ひ
が
し
み
や
な
が

宮
永
地
区

に
決
定
！

問
い
合
わ
せ

　

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
屋
台
村
事
務
局

　
　

℡
０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
４
１
４

大朝地域（広島県北広島町）

人 口 3,381人

実施回数 １回

前回参加率 90.0％（金メダル）

一志町大井・
波 瀬 地 区 （三重県一志町）

人 口 4,296人

実施回数 １回

前回参加率 84.2％（金メダル）

ＶＳ

豊平地域（広島県北広島町）

人 口 4,407人

実施回数 １回

前回参加率 58.3％（銀メダル）

東宮永地区 （福岡県柳川市）

人 口 4,120人

実施回数 ０回

前回参加率 ―

ＶＳ

▲ 昨年の豊平地域の取り組みの様子 ▲ 昨年の大朝地域の取り組みの様子
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　北広島町には国・県指定の文化財が44、博物館などが11あります。知っているようでいて

案外知らない、ふるさとを探検してみませんか。

団体での見学の場合は、教育委員会生涯学習課（℡0826-72-0858）へご連絡ください。

施　設　名 休館日／開館日 開館時間 所　在　地 電話番号 主な収蔵品

1 芸北民俗博物館
月・火曜日休館

冬季休館　12月～４月

10：30～

15：30
西八幡867 なし

国重要有形民俗

文化財「樽床八

幡山村生活用具」

2
芸北 高原の自然

館

火曜日休館

　（祝日の場合は翌日）

冬季休館

　11／ 26～４／24

10：00～

15：00
東八幡原119-1 0826-36-2008

西中国山地の自

然に関する展示

3 美和郷土館 事前予約要 移原157-4 なし
製鉄に関わる道

具

4

小倉山城跡史跡

公園・大朝郷土

資料館

史跡公園は常時開放

郷土資料館は月曜日休館

　（祝日の場合は翌日）

９：00～

17：00
新庄1031-1 0826-82-3775

国史跡

「吉川氏城館跡」

5

吉川元春館跡史

跡公園・ガイダ

ンスホール

整備中

申し込みがあれば見学可

能

海応寺255-1 なし
国史跡

「吉川氏城館跡」

6

万徳院跡歴史公

園・ガイダンス

ホール

歴史公園は常時開放

ガイダンスは月曜休館

９：00～

16：30
舞綱186 0826-83-0126

国史跡

「吉川氏城館跡」

7

鉄のふるさと公

園・どんぐり資

料館

鉄のふるさと公園は常時開

放

どんぐり資料館は土日開館

９：00～

16：00
都志見2609 なし

中世の製鉄遺跡・

民具

8 上本家住宅主屋 水曜日のみ開館
10：00～

16：30
有間104 なし 江戸時代の農家

9
川東はやし田用

具収蔵庫
事前予約要 川東2859-4 なし

国重要有形民俗

文化財「川東の

はやし田用具」

10

古保利薬師収蔵

庫・千代田歴史

民俗資料館

月曜日休館

　（祝日の場合は翌日）

10：00～

16：30
古保利226 0826-72-5040

国重文の仏像

12体

11
芸北民俗芸能保

存伝承館

月曜日休館

　（祝日の場合は翌日）

９：00～

16：30
有田1234 0826-72-5088

神楽・花田植等

に関する展示

番外 テングシデ群落 常時開放 田原 なし
国の天然記念物

「テングシデ」

北広島町の博物館・博物館類似施設
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介護保険のお知らせ
　福祉に関するパンフレットや、くらしの便利帳ですでにお知らせしていますように、平成17年４月からは、

これまで４町で異なっていた保険料が統一されました。北広島町の現状（高齢者数・サービス利用料）を

試算した結果、下記の表のとおりの額で徴収させていただくことになりました。誰もが直面する高齢者介

護を社会全体で支えるための介護保険制度です。皆様のご理解とご協力をお願いします。

　また、これまで４町で異なっていた納期も、普通徴収（12期）、特別徴収（６期）に統一いたしますので

併せてお知らせいたします。

保険料の納付方法には

 　１特別徴収（年金からの天引き）　２普通徴収（口座振替又は納付書による個別納付）の2種類がありま

す。また、特別徴収と普通徴収の併用となる場合もあります。

特別徴収の対象となる方は

 　年額18万円以上の老齢年金・退職年金をその年度の4月に受給している方で、年金受給のために届け出

ている住所が北広島町内（旧芸北町、旧大朝町、旧千代田町及び旧豊平町）の方です。

 　特別徴収の対象となる年金は、（１）老齢基礎年金と、（２）老齢基礎年金ができる前の老齢基礎年金相

当を含む旧法の老齢年金・退職年金です。

 　複数の年金を受給されている場合は、法令で定められた優先順位により徴収する年金が決まります。

　遺族年金や障害年金は特別徴収の対象になりません。

　※対象の年金の支給額が年額18万円以上でないと特別徴収になりません。

　※ 現況届の遅れ、年金を担保に貸付を受けているなどの理由で、特別徴収ができない場合があります。

　※ 年度（４月から翌年３月まで）の途中で65歳になられた方や、町外から転入された方は、年額18万円

以上の上記の年金を受給している場合でもその年度は普通徴収となり、翌年度の10月から特別徴収と

なります。

　※ 受給している年金が特別徴収の対象となるかについての確認は、社会保険事務所又は受給されてい

る年金の共済組合等にお問い合わせください。

年 額（円）月 額（円） 対　　象

第１段階 23,400 1,950
生活保護を受けている人
世帯全員が町民税非課税で
老齢福祉年金を受けている人

第２段階 35,100 2,925
世帯全員が町民税非課税の
人

第３段階 46,800 3,900
世帯のだれかに町民税が課
税されているが、本人は町
民税非課税の人

第４段階 58,500 4,875
本人に町民税が課税され
ており、前年の合計所得が
200万円未満の人

第５段階 70,200 5,850
本人に町民税が課税され
ており、前年の合計所得が
200万円以上の人

第１期 ４月

第２期 ５月

第３期 ６月

第４期 ７月

第５期 ８月

第６期 ９月

第７期 10月

第８期 11月

第９期 12月

第10期 １月

第11期 ２月

第12期 ３月

第１期 ４月

第２期 ６月

第３期 ８月

第４期 10月

第５期 12月

第６期 ２月

特別徴収になる
か普通徴収にな
るかは法令等に
より決められてお
り、被保険者の方
が選択することは
できません。

介護保険料額（基準）

普通徴収
（納付書・口座振替）

特別徴収
（年金天引）
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人
事
異
動

　

役
場
で
は
、
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
し
た
。

退　

職　
　
　
　

 

３
月
31
日
付

【
本　

庁
】

　

総
務
課
主
幹　
　
　
　
　

末
平　

顕
雄

　

教
育
委
員
会
主
事　
　
　

三
宅　

和
美

【
豊
平
病
院
】

　

主
任
看
護
師　
　
　
　
　

山
本　

隆
子

　

主
任
准
看
護
師　
　
　
　

松
川　

照
江

　

主
任
准
看
護
師　
　
　
　

谷
口
富
美
恵

　

作
業
療
法
士　
　
　
　
　

中
藪
千
代
美

　

理
学
療
法
士　
　
　
　
　

岡
本　

亜
紀

　

看　

護　

師　
　
　
　
　

榎　
　

多
代

配
置
換　
　
　
　

 
４
月
１
日
付

（
か
っ
こ
内
は
前
職
）

【
本　

庁
】

　

総
務
課
財
政
係
長　
　
　

中
原　
　

健

（
建
設
課
管
理
係
長
）

　

同　

運
転
手　
　
　
　
　

原
田　

雄
二

（
豊
平
支
所
自
治
振
興
課
）

　

建
設
課
管
理
係
長　
　
　

信
上　

英
昭

（
総
務
課
財
政
係
長
）

【
教
育
委
員
会
】

　

芸
北
分
室　
　
　
　
　
　

上
田　

和
永

（
芸
北
幼
稚
園
）

【
消
防
本
部
】

　

本
部
兼
本
署

　

総
務
課
長　
　
　
　
　
　

一
部　
　

誠

（
警
防
課
長
兼
副
署
長
）

　

警
防
課
長
兼
副
署
長　
　

宮
内　
　

憲

（
予
防
課
長
）

　

予
防
課
長
代
理　
　
　
　

田
辺　

弘
司

（
総
務
課
長
代
理
）

　

通
信
担
当
係
長　
　
　
　

今
知　

克
典

（
大
朝
所
長
）

　

第
１
隊
隊
長　
　
　
　
　

加
藤　

孝
士

（
豊
平
副
所
長
）

　

第
２
隊
隊
長　
　
　
　
　

森
藤　

一
樹

（
大
朝
第
１
隊
隊
長
）

　

第
２
隊
副
隊
長　
　
　
　

西
原　

敏
幸

（
豊
平
第
２
隊
）

　

第
１
隊
副
隊
長　
　
　
　

山
下　
　

稔

（
大
朝
第
２
隊
）

　

豊
平
出
張
所

　

副
所
長　
　
　
　
　
　
　

東　
　

正
治

（
本
署
第
２
隊
隊
長
）

　

第
２
隊
副
隊
長　
　
　
　

花
木　

敏
彦

（
大
朝
第
２
隊
副
隊
長
）

　

大
朝
出
張
所

　

所　

長　
　
　
　
　
　
　

土
井　
　

隆

（
本
署
第
２
隊
隊
長
）

　

第
１
隊
隊
長　
　
　
　
　

芳
邦　

光
也

（
本
署
第
１
隊
副
隊
長
）

　

第
２
隊
副
隊
長　
　
　
　

藤
井　

文
典

（
本
署
第
２
隊
副
隊
長
）

　

第　

２　

隊　
　
　
　
　

隅
田　

雅
之

（
本
署
第
２
隊
）

【
豊
平
支
所
】

　

自
治
振
興
課
課
長
補
佐　

林　

久
美
子

（
原
診
療
所
）

採　

用　
　
　
　
　
　
　

３
月
１
日
付

【
豊
平
病
院
】

　

看　

護　

師　
　
　
　
　

松
本
美
沙
子

４
月
１
日
付

【
教
育
委
員
会
】

　

学
校
教
育
課
指
導
主
事　

折
口　

一
彦

【
豊
平
病
院
】

　

看　

護　

師　
　
　
　
　

山
縣
み
ど
り

　

薬　

剤　

師　
　
　
　
　

瀬
尾　
　

一
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情
報
情
報

くらしのくらしの

臨
時
職
員
登
録
制
度

総　

務　

課

　

北
広
島
町
役
場
で
臨
時
職
員
と
し
て
勤

務
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、
登
録
制

度
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

勤
務
を
希
望
さ
れ
る
方
を
登
録
し
て
お

き
、
臨
時
職
員
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に

こ
れ
を
参
考
に
採
用
す
る
も
の
で
す
。
な

お
、
仕
事
の
内
容
等
に
よ
っ
て
は
、
必
ず

し
も
登
録
順
に
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
本
庁

又
は
各
支
所
に
履
歴
書
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
は
、
随
時
行
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
人
事
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
平
成
17
年
５
月

31
日
（
火
）
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

　

芸
北
地
域
事
務
所
税
務
局
課
税
第
二
課

℡
０
８
２
‐
８
１
４
‐
３
１
８
１

自
動
車
税
の
納
期
限

税　

務　

課

固
定
資
産
税
の
納
付
に
つ
い
て

税　

務　

課

　

平
成
17
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
賦
課
基
準

日
が
合
併
前
で
あ
る
た
め
、
本
年
度
に
限

り
、
旧
町
単
位
で
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
納
付
書
な
ど
が
複
数
届

く
方
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付

書
又
は
口
座
振
替
な
ど
に
よ
り
納
付
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
課
資
産
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
２

母
子
・
父
子
家
庭
激
励
金

福　

祉　

課

　

北
広
島
町
で
は
、
４
月
１
日
現
在
で
１

年
以
上
北
広
島
町
に
住
所
を
有
し
、
18
歳

未
満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
・

父
子
家
庭
の
方
へ
、
年
１
回
激
励
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
激
励
金
の

支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉
課

福
祉
係
又
は
各
支
所
町
民
生
活
課
に
あ
る

申
請
書
で
、
６
月
10
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
課
福
祉
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

JR
バ
ス
路
線
の
廃
止

企　

画　

課

　

JR
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
江
津
・
大

田
線
が
利
用
者
減
少
を
理
由
に
、
平
成
17

年
６
月
30
日
を
も
っ
て
路
線
廃
止
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
路
線
バ
ス
は
、
島
根
県
江
津
市
及

び
大
田
市
か
ら
大
朝
、
新
庄
、
蔵
迫
、
春

木
、
千
代
田
イ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
広
島

駅
新
幹
線
口
の
間
を
１
日
11
便
運
行
し
て

い
る
高
速
便
の
バ
ス
で
す
。

　

こ
の
路
線
廃
止
に
よ
り
、
大
朝
駅
か
ら

千
代
田
イ
ン
タ
ー
の
間
の
バ
ス
便
が
減
少

し
ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
生
活

交
通
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
、

７
月
１
日
か
ら
の
大
朝
・
千
代
田
間
に
つ

い
て
バ
ス
の
確
保
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

代
替
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
課
地
域
振
興
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
６
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人　口　21,549人（－43）

　男　　10,316人（－28）

　女　　11,233人（－15）

世帯数　8,213世帯（＋18）

（３月末日現在）

納期限　５月２日（月）

　●軽自動車税 全　期

　●国民健康保険税 第１期

納期限　５月31日（火）

　●固定資産税 第１期

納付は便利で安心な口座振替で。

口座振替の方は残高確認をお忘

れなく。

●税金●メモ

　

車
の
冬
用
タ
イ
ヤ
を
交
換
し

よ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
雪

が
降
り
始
め
、
あ
っ
と
い
う
間

に
銀
世
界
に
逆
戻
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
暖
か
い
日
が
続
い

た
か
と
思
え
ば
、冬
に
逆
戻
り
。

　

毎
年
こ
の
時
季
に
な
る
と

「
桜
の
開
花
」
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
り
ま
す
が
、
今
年
は
桜
の
便

り
が
例
年
に
比
べ
遅
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
広
い
北
広
島
町

は
、
桜
の
開
花
時
期
が
地
域
に

よ
っ
て
大
分
違
い
ま
す
。
長
い

間
お
花
見
が
楽
し
め
ま
す
ね
。

編
集

後
記

前月比

思いやり
　人と人とが　築く町

人権標語参加作品より

農
振
の
除
外
・
編
入
等
に
つ
い
て

産　

業　

課

　

町
で
は
、
農
業
の
振
興
と
優
良
農
地
確

保
の
た
め
に
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

を
立
て
、農
業
の
た
め
に
使
う
土
地
を「
農

用
地
区
域
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
農

用
地
区
域
内
に
あ
る
田
・
畑
・
牧
草
地
な

ど
は
、
農
業
を
す
る
た
め
の
土
地
と
し
て

農
業
関
係
施
策
を
総
合
的
に
行
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
所
定
の
手
続
き
を
し
な
い
で

宅
地
や
資
材
置
場
な
ど
農
業
以
外
の
用
途

に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用
す

る
場
合
に
は
、
先
に
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

除
外
、
編
入
、
用
途
手
続
き
を
、
合
併
に

伴
い
、
今
年
は
５
月
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

農
振
計
画
の
変
更
に
は
、
３
〜
４
か
月

の
期
間
を
要
し
ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

５
月
２
日
〜
５
月
末
日

問
い
合
わ
せ

　

役
場
産
業
課

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
７

　

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

℡
０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
１
１
３

　

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

℡
０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
２
１
１

　

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

℡
０
８
２
６
‐
８
２
‐
１
１
２
２

検
察
審
査
会
に
つ
い
て

広
島
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
、
ど
う
も
納
得
で
き
な

い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察
官

の
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
「
検
察
審
査
会
」
が
あ

り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
つ
人
の

中
か
ら
無
作
為
に
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た

11
人
の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
員
は
、
毎
年
、
１
、
４
、
７
、

10
月
に
選
ば
れ
、
任
期
は
６
か
月
で
す
。

　

事
件
を
起
訴
す
る
か
ど
う
か
の
判
断

は
、
検
察
官
の
み
に
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
起
訴
す
べ
き
事
件
を

誤
っ
て
不
起
訴
に
し
な
い
と
も
限
り
ま
せ

ん
。

　

検
察
審
査
会
は
、
そ
う
し
た
場
合
に
検

察
官
が
し
た
不
起
訴
処
分
の
当
否
に
つ
い

て
、
一
般
市
民
の
健
全
な
良
識
で
審
査
し

ま
す
。

　

検
察
審
査
員
の
仕
事
は
、
一
般
の
常
識

で
判
断
で
き
、
法
律
な
ど
の
専
門
的
な
知

識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
も
い
つ
か
検
察
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
選

ば
れ
た
と
き
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
検
察
審
査
会
事
務
局

℡
０
８
２
‐
２
２
８
‐
０
４
２
１

（
内
線
６
０
０
３
）

お
詫
び
と
訂
正総　

務　

課

　

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
３
月
号
の
中
で
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｐ
10 

誤 

消
防
長
兼
所
長

　
　

 

正 

消
防
長
兼
署
長

11　　きたひろしま 2005. ５



広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
５
月
号

№
 0
0
3
　
平
成
1
7
年
４
月
1
5
日
発
行

発
行
／
北
広
島
町
　
　
編
集
／
総
務
課

〒
7
3
1
-1
5
9
5
　
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
1
2
3
4

T
el 0
8
2
6
-7
2
-2
1
1
1
　
　
 F
ax
 0
8
2
6
-7
2
-5
2
4
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.kitahiroshim

a.lg.jp/
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
古
紙
100％

の
再
生
紙
と
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
３
月
に
は
桜
の
開
花
予
測
が
発

表
さ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
、
観
測
技
術
や
予

測
の
た
め
に
使
う
計
算
方
法
が
改
良
さ
れ

て
精
度
が
上
が
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ち
ょ
っ

と
複
雑
な
思
い
が
し
ま
す
。「
い
つ
咲
く
か
、

い
つ
咲
く
か
」
と
春
の
盛
り
を
心
待
ち
に
す

る
愉
し
み
を
取
っ
て
お
き
た
い
気
持
ち
は
ぜ

い
た
く
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

穀
雨
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
広
島
の
都
市

部
で
は
そ
ん
な
桜
の
話
題
も
忘
れ
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
八
幡
高
原
は
こ
の
頃
か
ら

桜
の
開
花
を
迎
え
ま
す
。
千
町
原
の
登
山

口
に
立
っ
て
苅
尾
山
を
見
る
と
、
花
と
葉
を

同
時
に
開
い
た
ブ
ナ
が
淡
い
緑
色
に
染
め

る
山
肌
に
、
点
々
と
薄
紅
色
を
差
す
山
桜

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
な
か
に
、

ひ
と
き
わ
赤
味
の
濃
い
一
本
を
見
つ
け
た

ら
、
そ
れ
が
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
す
。

　

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
広
島
県
で
は
雪
の

多
い
地
方
に
希
に
見
つ
か
っ
て
お
り
、
苅
尾

山
で
も
最
近
に
な
っ
て
分
布
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
サ
ク
ラ
の
仲
間
は
一
つ

の
花
芽
か
ら
出
た
花
柄
が
枝
分
か
れ
し
て

数
個
の
花
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
咲
き

ま
す
が
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
は
枝
分
か
れ

ま
で
が
極
端
に
短
い
こ
と
が
特
徴
で
、
一
見

す
る
と
数
個
の
花
は
、
そ
れ
ぞ
れ
芽
の
中

か
ら
出
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

花
び
ら
が
は
ら
は
ら
と
舞
う
中
で
の
宴

も
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な

ら
な
い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の

間
に
見
せ
る
移
ろ
い
に
こ
そ
、
も
の
想
わ
せ

る
桜
の
美
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

（
芸
北　

高
原
の
自
然
館
・
白
川
勝
信
）

ブナ林の春をやさしく染めるオオヤマザクラ

高原からの花便り　№3


